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萱
ナ
研
究
所
は
、
化
学
 
 

反
応
轟
い
て
有
機
ナ
ノ
単
 
 

菅
苧
バ
イ
ス
を
シ
リ
コ
ン
 
 

基
板
上
に
直
埠
作
興
す
る
 
 

単
結
晶
デ
バ
イ
ス
を
基
板
に
直
接
作
製
 
 

電
子
材
料
な
ど
へ
活
用
期
待
 
 

有
機
分
子
の
単
結
晶
が
持
つ
 
 

さ
萎
ま
た
忽
詩
世
墨
 
 

か
し
た
、
新
し
い
超
荘
な
 
 

ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
の
開
発
が
進
 
 

み
モ
う
だ
。
 
 

軽
く
て
曲
げ
ら
れ
る
た
 
 

め
、
筐
市
用
の
電
子
材
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豊
間
を
ま
た
そ
よ
う
に
形
 
 

成
し
た
単
結
晶
デ
バ
イ
ス
 
 
 

壷
化
学
研
究
所
提
供
）
 
 

方
法
を
四
声
し
た
。
窟
擢
料
な
ど
と
し
て
栄
町
性
有
機
 
 

分
子
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
 
 

い
る
。
こ
れ
皇
旬
複
合
丁
の
 
 

単
糖
晶
に
は
、
超
電
導
や
職
 
 

気
、
光
に
よ
っ
て
性
餌
が
変
 
 

化
す
る
屯
の
か
知
ら
れ
て
お
 
 

り
、
配
線
だ
け
で
な
く
ト
ラ
 
 

ン
ク
ス
タ
た
ど
の
素
子
と
し
 
 

て
の
利
用
が
検
雪
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

た
だ
、
フ
ィ
ル
ム
基
板
た
 
 

ど
に
露
科
で
電
子
固
持
 
 

を
形
成
す
る
方
法
と
し
て
検
 
 

討
さ
れ
て
い
る
搭
鞭
の
塗
布
 
 

で
は
、
結
晶
の
配
列
が
崩
れ
 
 

る
こ
と
に
よ
る
性
能
劣
化
や
 
 

嵩
密
度
化
の
面
で
聞
忠
が
あ
 
 

っ
た
。
 
 
 

今
回
、
理
研
で
は
、
あ
ら
 
 

か
じ
め
銅
や
銀
の
断
崖
を
組
 
 

み
込
ん
だ
シ
リ
コ
ン
基
板
を
 
 

ワ
シ
ア
ノ
羊
ノ
ン
ブ
イ
ミ
ン
 
 

の
有
機
硲
液
に
浸
し
、
化
学
 
 

反
応
で
タ
メ
チ
ル
ー
ク
シ
ア
 
 

向
対
称
に
埴
流
か
流
れ
る
 
 

が
、
轄
監
の
片
喘
に
可
視
光
 
 

を
当
て
る
と
佗
圧
～
混
流
特
性
 
 

が
非
対
称
と
な
り
、
ダ
イ
オ
 
 

ー
ド
（
贋
哲
作
用
を
持
つ
 
 

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
 

り
 

l
 

は
D
M
e
－
D
C
N
Q
I
鋼
諭
 
 

の
単
備
品
を
成
長
さ
せ
た
。
岬
 
 

D
M
e
l
D
C
N
Q
I
墾
 
 

の
中
帯
‖
荘
、
通
常
は
雫
一
 
 

に
た
る
と
金
属
－
癒
梓
休
低
 
 

移
が
消
え
る
ナ
ノ
単
特
晶
な
 
 

ら
で
は
の
特
性
も
発
見
し
 
 

た
。
 
 

Q
I
嗣
で
は
、
太
さ
か
百
′
 
 

ま
た
、
D
M
？
占
C
N
…
 
 
 

（
一
′
は
」
壷
分
の
一
）
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